
ロバスト農林水産工学「科学技術先導研究会」 研究シーズ集

＜社会実装への可能性＞ （３点以内）

安成 哲平 「大気エアロゾル・雪氷・気候変動」
大学院工学研究院 環境創生工学部門 大気環境保全工学研究室
E-mail: t.j.yasunari@eng.hokudai.ac.jp
内線: 6872; 研究室HP: http://goo.gl/3uW8zO
出身地: 京都府京都市

温暖化予測と環境経済的視点
を合わせた農業としての適応策

将来の異常気象（旱魃・多雨等）
予測を利用した農業対策
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最新気候モデルを
北海道の農業政策へ利用
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